
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道北見北斗高等学校 
学級数：18 学級 

生徒数：698 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・ 10月17日（月）、25日（火） ※10月31日（月）、11月４日（金）は降雪で中止 

３ 対象及び参加人数 

 ・ 全学年、各クラスから８名選出 学年単位48名で１日実施 

４ 取組の概要 

 ・ 校舎周辺の落ち葉を集め、ボランティア袋に入れてゴミとして処理する。 

５ 成果や課題 

 ○活動開始にあたり、担当教員から落ち葉を拾うことだけでなく、落ち葉拾いの作業を通して

豊かな自然に親しみ、地域住民とも触れ合う中、仲間との協働作業から生まれる豊かな感性

の醸成に努めることも目的にしていることを指導している。このことで共感的な人間関係の

育成を通して生命や生活環境を大切にする豊かな心の育成と自他を尊重し合う集団づくりを

目指している。 

 ●参加した生徒たちがこれらの成果を、クラスをはじめとする周囲の仲間たちに波及させ、学

校全体でいじめ等の未然防止につながる環境づくりに向けた学級・学年単位での意図的・組

織的な活動に発展させていくことが課題である。 

 

落ち葉清掃 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・ 通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・ 全校生徒698名 

４ 取組の概要 

 ・ ＳＣだよりの発行とその活用およびＳＣとの面談 

５ 成果や課題 

 ○ＳＣだよりの発行を通して、生徒自身が「不登校」について多面的に考えてみるような働きかけ

を行っている。また、不登校傾向の生徒たちには、教育相談体制の一環としてＳＣとの定期的

な面談を実施している。このような取組を柱に、生徒指導部・特別支援委員会はＳＣの助言を

受け、校内や家庭の中にある生徒の居場所づくりの確保に努めている。 

 ●ＳＣの助言は、不登校を解消するための校内外の居場所づくりを図る上で、本校教員が具体

的に取り組むための貴重な示唆となっている。命の大切さや尊さを深く考え、より良い人間

関係を築く中、たくましく人生を切り開いていこうとする意欲の醸成が必要である。そのた

め、心の安定の前提となる居場所（高校生であれば、学校と家庭）の在り方について主体的

に考える機会を今以上に増やしていくことが課題である。 

 

スクールカウンセラー（ＳＣ）との連携 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道北見柏陽高等学校 
学級数：18 学級 

生徒数：696 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月22日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・北見地区の小学生・中学生・高校生・引率者 

４ 取組の概要 

 ・いじめのない明るい学校づくりに向けた取組についての交流会を高校生の立場で運営した。 

５ 成果や課題 

 ○取組を実現するために必要な工夫が何かについてまとめることができた。 

 

 

 

平成２８年度どさんこ☆子どもサミット北見会場の運営 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・校規委員会の生徒48名 

４ 取組の概要 

 ・校規委員が、委員会活動の一環として、いじめやネットトラブルに関するコンクールに応募

した。 

５ 成果や課題 

 ○生徒自らが考え、いじめは絶対に許さないという機運の高まりにつなげることができた。 

 

 

いじめ標語コンクールへの応募 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道北見緑陵高等学校 
学級数：16 学級 

生徒数：474 名 

 

１ 取組内容 

 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月22日（土）、11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・オホーツク管内小・中・高校生 75名 、全校生徒474名 

４ 取組の概要 

 ・会議に参加し高校生リーダとして参加した児童生徒のとりまとめをした。その後、本校生徒

会で学校課題として取り上げ､本校独自の「いじめ確認の日」につなげる取り組みをした。 

５ 成果や課題 

 ○高校生リーダとして会議の司会進行や取りまとめるために主体的に活動することができた。 

  また、生徒会で学校課題として取り上げることで全校生徒が自らの問題として「いじめ」に

ついて自ら考え行動するきっかけとなった。 

 

 

 

「どさんこ☆子どもオホーツク地区会議」への参加､及びその内容を踏まえた生徒会生徒が中心

となった取組 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月24日（月）、11月間 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒474名 

４ 取組の概要 

 ・学校環境適応尺度「アセス」の実施により得た資料を基に各クラスで集団の実態について考

えさせたり個人面談参考資料として活用した。 

５ 成果や課題 

 ○集団の実態・不適応生徒を把握することで、学年・クラス経営の参考となった。また、個人

面談の資料としても大いに活用することができた。 

 

 

学校環境適応感尺度「アセス」の実施と活用 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道北見緑陵高等学校 
学級数：16 学級 

生徒数：474 名 

 

１ 取組内容 

 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月22日（土）、11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・オホーツク管内小・中・高校生 75名 、全校生徒474名 

４ 取組の概要 

 ・会議に参加し高校生リーダとして参加した児童生徒のとりまとめをした。その後、本校生徒

会で学校課題として取り上げ､本校独自の「いじめ確認の日」につなげる取り組みをした。 

５ 成果や課題 

 ○高校生リーダとして会議の司会進行や取りまとめるために主体的に活動することができた。 

  また、生徒会で学校課題として取り上げることで全校生徒が自らの問題として「いじめ」に

ついて自ら考え行動するきっかけとなった。 

 

 

 

「どさんこ☆子どもオホーツク地区会議」への参加､及びその内容を踏まえた生徒会生徒が中心

となった取組 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月24日（月）、11月間 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒474名 

４ 取組の概要 

 ・学校環境適応尺度「アセス」の実施により得た資料を基に各クラスで集団の実態について考

えさせたり個人面談参考資料として活用した。 

５ 成果や課題 

 ○集団の実態・不適応生徒を把握することで、学年・クラス経営の参考となった。また、個人

面談の資料としても大いに活用することができた。 

 

 

学校環境適応感尺度「アセス」の実施と活用 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道北見工業高等学校 
学級数：11 学級 

生徒数：374 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・年間を通じ1か月に1回 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒374名、全教職員 

４ 取組の概要 

 ・1ヶ月に1回「いじめ確認の日」を設け、いじめの未然防止・早期発見に努めた。 

５ 成果や課題 

 ○いじめの早期発見ができて良かった。 

○大きないじめに発展することなく、解決できた。 

 

 

 

いじめ確認の日 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒374名、全生徒指導部員 

４ 取組の概要 

 ・生徒相談室を設け、担当者が常駐し相談を受ける。 

５ 成果や課題 

 ○日頃から生徒の相談にのることができて良かった。 

 

生徒相談室の常設 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道北見商業高等学校 
学級数：12 学級 

生徒数：465 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月11日（金）～17日（木） 

３ 対象及び参加人数 

 ・第２学年（４クラス）141名 

４ 取組の概要 

 ・生徒一人ひとりが、これまでの取組を振り返りながら、インターネット利用のルールやマナ

ーについて考えをまとめ、標語の作成に取り組んだ。選ばれた標語については、校内に掲示

し様々な広報活動を通じて啓蒙を図る。 

５ 成果や課題 

 ○スマートフォンを使用し夜更かしを行い、生活習慣が乱れているので改めて使い方と生活習

慣を見直すことに取り組む生徒が出てきた。 

 ○ＳＮＳを利用する時は、相手と自分のとらえ方が違ってトラブルを起こさないように意識す

るようになった。 

 ○生徒は親とのルールを「守っている」と思っていても、親からは、「守られていない」という

割合が多かったので、もう一度家庭でのルールを確認することの必要性が明確になった。 

 

安全なインターネット利用のために 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月29日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・教職員38名 

４ 取組の概要 

 ・北見支援学校から講師を招き、校内研修を行った。 

  「生徒の症状ごとの対応例・具体例について」 

  「コミュニケーション力の育成方法について」 

５ 成果や課題 

 ○不登校や発達障がいの生徒の事例について校内研修を行い、生徒の居心地の良い学校づくり 

について考えるきっかけとなった。 

 ●生徒にとって自分の苦手さが際立たないように配慮がなされている必要がある。 

●周囲が自分の得意な所と苦手な所を理解している教室の環境づくりが大切である。  

 ●今後も多くの支援機関と連携を図ることが必要である。  

支援が必要な生徒の理解と支援について（研修内容） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道網走南ヶ丘高等学校 
学級数：全日 15 定時４ 

生徒数：全日 557 名 定時 37 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月28日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全日制2年次生および教職員200名 

４ 取組の概要 

 ・網走警察署生活安全課警部補 榮 茂喜 氏による講話。 

・スマートフォンやＰＣを用いたＳＮＳ利用に関わるトラブルやその対応について学んだ。 

５ 成果や課題 

 ○実例を含めた話だけではなく、動画も利用して説明していただき事案に関する理解が深まっ

た。 

 ●ネットパトロール等で指導を受ける生徒が後を絶たない。ほとんどは「何気ない」「深く考え

ていなかった」等の理由である。今後も注意喚起や啓蒙活動を継続する必要がある。 

 

 

防犯教室（防犯意識の向上と自己防衛に関わる危機管理ついての学習） 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道網走桂陽高等学校 
学級数：12 学級（普 6 商 3 事情 3） 

生徒数：463 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年（毎月1回） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒463名 

４ 取組の概要 

 ＜いじめの確認の日＞ 

・担任が各ホームルームにて、いじめの有無を確認するとともに、いじめ根絶に向けた全体 

指導の実施。 

＜体育館ホームルーム＞ 

・教員が輪番で、自身の経験等も踏まえながらいじめ根絶に向けた講話を実施。 

５ 成果や課題 

 ○いじめは絶対許されないという意識が向上した。 

○他者への思いやり、仲間を大切にする心を育成することができた。 

●SNS等への書き込みによるトラブルが何件かあり、更なるマナーやモラル意識の向上を 

 図る必要がある。 

 

いじめ確認の日、体育館ホームルーム 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・数名 

４ 取組の概要 

 ・欠席の多い生徒に対して早期にカウンセリングを行い、学校と家庭が連携しながら課題の 

解決に向けて取り組む。 

５ 成果や課題 

○担任、養護教諭、SCの連携が緻密に図られ、迅速に対応することができた。 

また、必要に応じて児童相談所等の関係機関とも連携を図った。 

●担任の負担軽減に向けて、教育相談委員会や支援委員会等、組織的な対応が図られるよう 

 取り組む。 

 

 

 

 

不登校傾向の見られる生徒の環境改善に向けたスクールカウンセラー（SC）の活用 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道紋別高等学校 
学級数：15 学級 

生徒数：482 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月11日（火）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒会が中心になって、全校生徒を対象にポスター及び標語を募集した。 

４ 取組の概要 

 ・いじめ根絶ポスター及び標語の優秀作品を全校集会 

の際に紹介するとともに、廊下等に掲示することで 

いじめ根絶に向けた啓発活動を実施した。 

５ 成果や課題 

 ○ポスターや標語作成に係わることで、「いじめは絶対 

に許されない」ことを、生徒に自覚させた。 

○学校生活で日常的に、ポスターや標語を目に触れることで、いじめ防止に繋がった。 

●２カ月間掲示していると、新鮮さに欠けることから、いじ 

め根絶に向けた新たな取組等が必要である。 

 

 

 

 

いじめ根絶ポスター及び標語の募集 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・９月22日（木） 

・２月４日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・インターアクトクラブ部員及び希望者 

４ 取組の概要 

 ・交流を通じて、障がいのある人に対する理解を深め 

るとともに、人を思いやる気持ちの情操を図った。 

５ 成果や課題 

〈成果〉 

 ○高等養護学校の生徒及び教職員と交流を図ることで、特別な教育的支援を必要とする生徒へ

の支援の仕方などを学ぶことができた。 

○特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業などを活用して、本校生徒への学習指導の

進め方などのアドバイスを受けることができた。 

●お互いの学校行事を調整するなどして、実施回数を増やすことが必要である。 

北海道紋別高等養護学校との交流 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道美幌高等学校 
学級数：12 学級 

生徒数：335 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・年間１２回 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒335名 

４ 取組の概要 

 ・朝のSHRで担任より周知し、帰りのSHRで配付・記載・回収を行う。また、即座に対応 

できるよう記名式にて記載させている。 

５ 成果や課題 

 ○年12回の実施により、生徒のいじめや学校生活に関するとらえ方、考え方、現状等を把握 

できている。 

 

いじめ調査アンケート、教育相談アンケート 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道津別高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：83 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月４日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒83名 

４ 取組の概要 

 ・いじめの防止に関する資料を生徒指導部だよりに掲載し、その内容や意義に関して生徒に周

知するとともに、改めていじめの根絶を訴え、生徒自ら、「いじめは絶対に許されないことで

ある」という認識を持たせた。 

５ 成果や課題 

 ○ホームルーム活動で説明し、生徒に考えさせることにより、いじめ根絶への意識を確認する

ことができた。 

 

 

 

生徒指導部だよりによる、いじめ防止に関する啓発 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・希望生徒 

４ 取組の概要 

 ・地域主催の祭典や音楽祭等、地域行事への積極的な参加や、地域のボランティアサークル(高

校生ボランティアサークル｢ひまわり｣)への加入及びその活動を通して、多様な人間関係を結

んでいく力を育む。 

５ 成果や課題 

 ○ボランティア活動を通して、多くの人と接し、コミュニケーション能力を身につけることが

できた。また、「まちづくり」にも関わることにつながり、地域住民の一員として、自己有用

感を持たせることができた。 

 

 

地域と連携したボランティア活動の充実 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道斜里高等学校 
学級数：６学級 

生徒数：186 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・３月17日（金）～３月21日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒（企画運営は生徒会） 

４ 取組の概要 

 ・ＬＩＮＥなどSNSの使い方を見直す取組 

５ 成果や課題 

 ○不適切な言葉遣いや長時間に渡る使用などについて、考えさせるきっかけとなった。 

●もう一歩踏み込んだ取組となるよう、十分な計画が必要。 

 

 

 

「見直そう SNS マナー」 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・１人 

４ 取組の概要 

 ・難病等のために教室で授業を受けられない生徒に対して、学習の機会を提供し、単位修得に

繋げていく校内体制の整備。 

５ 成果や課題 

 ○教務内規と齟齬がない範囲で、運用上の申し合わせ事項として、別室登校を校内的に位置づ

けた。 

●今後はサポート委員会と連携し、より細やかに、様々な障がい等を抱える生徒に対応してい 

く。 

 

 

別室登校に対する校内的な位置づけの確保 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道小清水高等学校 
学級数：２学級 

生徒数：31 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月22日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒会執行部2名 

４ 取組の概要 

 ・管内の子ども達が、いじめのない学校づくりについて交流、意見交換する。 

５ 成果や課題 

 ○より良い人間関係づくりを実現するための取組等について広く発信することができた。 

  

 

 

「どさんこ☆子ども全道サミット」への参加 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月13日（木） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒31名 

４ 取組の概要 

 ・学校内での人間関係について考えさせる。結果を踏まえて面談し、正しい関係の構築を図る。 

５ 成果や課題 

 ○他者との距離を考え、トラブルの起きない思いやりのある人間関係を築く一助となった。 

 

ＨｙｐｅｒＱＵ(第 2 回)の実施活用 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道置戸高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：63 名 

  

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・①10月11日（火）～11月30日（水） ②11月14日（月）～17日（木） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 63名 

４ 取組の概要 

 ・①校内研修を踏まえて、言語活動を向上させるための授業改善 

②生徒会総務による挨拶運動 

５ 成果や課題 

 ①○グループワーク等を通し、コミュニケーション能力の向上を育むことができた。 

  ○傾聴を踏まえてコミュニケーションを学び、気配りなどを意識しながら日常生活にも充分

活用できる学びとなった。 

②○生徒が主体となって、実施できた。 

○挨拶を通して生徒のコミュニケーション能力の状況を把握できた。あわせて、交通マナー 

の遵守を促すことができた。 

 

①言語活動を中心とした授業改善への取組 ②挨拶運動 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月31日（月）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒の保護者63名 

４ 取組の概要 

 ・学校だより「滝つ瀬」等による相談窓口のお知らせ 

５ 成果や課題 

 ○学校だよりの紙面にお知らせとして掲載することで、普段の生徒の学校生活を目にしながら

保護者の皆様の目に触れやすくすることができた。 

 ○また、本校ＨＰにもアップすることにより、道内各地に在住している保護者の皆様が生徒の

日常生活「置高日記」と見比べて、子どもの変化に気づく機会を増やすことが出来た。 

 

学校だより等による啓蒙活動 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道留辺蘂高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：75 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月16日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒75名 

４ 取組の概要 

 ・いじめの実態、いじめに対する生徒の意識等についてアンケートを実施した。 

５ 成果や課題 

 ○いじめの実態や生徒のいじめに対する意識の把握を行い、生徒会によるいじめ防止に向けた 

  主体的活動の資料とすることができた。併せて定期的なアンケートの実施がいじめ抑制にも 

  なっている。 

 

 

いじめに関するアンケートの実施 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月25日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・１年次生25名 

４ 取組の概要 

 ・学校環境適応感尺度（ＡＳＳＥＳＳ）について第１回（４月実施）と第２回（９月実施）の結果 

  を比較分析させた。 

５ 成果や課題 

 ○自己理解を深めたり、今後の高校生活の在り方について考えさせることができた。 

 ○子ども理解支援ツール「ほっと」と併用することで担任面談、三者面談等にも役立てている。 

 

 

学校環境適応感尺度（ＡＳＳＥＳＳ）の結果分析 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道佐呂間高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：81 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月１日 

３ 対象及び参加人数 

 ・本校生徒81名 

４ 取組の概要 

 ・生徒指導通信により、生徒への呼びかけ。 

５ 成果や課題 

 ○生徒一人一人が、ネットトラブルについて考える機会となった。 

●考えるだけにとどまらず、行動に移せるようにさらなる指導が必要と考える。 

 

 

 

ネットトラブルの未然防止に向けた学校、家庭、関係機関等との連携を図った取組 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月18日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・本校生徒81名 

４ 取組の概要 

 ・いじめに関する調査を実施するとともに、いじめは決してあってはならないことだというこ

とを、クラスごとに認識を深める。 

５ 成果や課題 

 ●日頃なにげなくとらえているいじめについて、認識を新たにする。本人がいじめと感じるこ

とは、いじめと捉えることを生徒に改めて伝える。からかいといじめの境目に気づいていな

い生徒がいる。 

 

 

 

いじめに関する調査において、いじめに対する考えを深める 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道常呂高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：46 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月21日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒46名 

４ 取組の概要 

 ・生徒総会において生徒会長がいじめ撲滅を宣誓する 

５ 成果や課題 

 ○生徒会はいじめアンケートを活用しながらいじめ問題に取り組んだ 

 

 

生徒総会におけるいじめ撲滅宣言 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道遠軽高等学校 
学級数：15 学級 

生徒数：540 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

・10月22日（土） 

３ 対象及び参加人数 

・遠軽地区の小中高生約50人 

４ 取組の概要 

・オホーツクの子どもたちが、いじめのない明るい学校づくりに向けた取組について交流し、 

自らいじめの問題について考え、より良い人間関係づくりを実現するための取組等を広く発 

信する。 

５ 成果や課題 

○いじめをなくすためにどうしたらよいか、異年齢のグループごとに話し合い、それらを互い 

に発表した。生徒一人一人が積極的・主体的に参加し、全体で共通のメッセージを採択する 

とともに、いじめを撲滅する意識を確認することができた。 

 

 

 

 

平成２８年度どさんこ☆子どもサミットオホーツク地区会議 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道湧別高等学校 
学級数：５学級 

生徒数：138 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月26日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒138名 

４ 取組の概要 

 ・子ども全道サミットに参加し、地区の小中高生と、いじめの根絶や他者への思いやり等につ

いて意見交流を行ったことについて生徒会通信で全校生徒に周知した。 

５ 成果や課題 

 ○いじめは絶対に許されないこと、いじめを起こさないために必要なことについて、視野を広

げることができた。 

●さらに、問題意識を深化させる取組が必要である。 

 

 

 

どさんこ☆子ども全道サミット参加の様子を生徒会通信で周知した 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月2日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒138名 

４ 取組の概要 

 ・不登校に係る相談窓口の資料を生徒指導部通信とともに配付し、周知を図った。 

５ 成果や課題 

 ○不登校を始め、学校生活にかかり心配なことを、学校以外の外部機関にも相談できる点を説

明、周知することができた。 

 

不登校に係る相談窓口の周知 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道興部高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：95 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・週番局員５名および２学年生徒33名（前期は３学年生徒29名） 

４ 取組の概要 

 ・輪番で、週番局員１名と２学年生徒４名の計５名が、朝のあいさつ運動、朝の清掃活動およ

び放課後の清掃点検活動を行っている。 

 ・月間目標、週間目標を朝のSHR前に放送で全校生徒に伝え、啓発している。 

５ 成果や課題 

 ○主体的にあいさつができる生徒が増えた。生徒が自ら考え行動できるような取組ができた。 

○また、全員が関わることで、ひとりひとりが活躍する場が工夫され、自己有用感が高まった 

○校内美化の意識が高まり公共心の育成に役立った。 

 

 

週番局活動（あいさつ運動・校内美化運動） 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・年2回実施 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒95名 

４ 取組の概要 

 ・生徒の対人関係や集団活動、生活習慣に関する状況を把握し、人間関係づくりや集団づくり

などの指導にいかすことを目的とし、各種アンケートを実施した。 

  「校内研修プログラム」を活用した人間関係づくりのワークシートを活用し、生徒のよりよ

い人間関係づくりの指導の充実を図っている。子ども理解支援ツール「ほっと」や不登校チ

ェックシートを活用し個人面談や教育相談の資料としている。 

５ 成果や課題 

 ○生徒の対人関係や集団活動、生活習慣に関する状況を把握し情報の共有ができ、個々に対応

した指導が行われるようになってきている。 

生活アンケートによる生徒理解 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道滝上高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：43 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月17日（月）～21日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒43名 

４ 取組の概要 

 ・全教員による個人面談形式での教育相談 

５ 成果や課題 

 ○教員が全生徒のサポーターとして、年２回実施。 

 ●今後とも継続実施する。 

 

全校教育相談週間（２回目）の実施 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月６日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・保護者17名、生徒15名、教員11名 

４ 取組の概要 

 ・保護者・教員のミックスチーム対生徒チームによるミニバレー 

５ 成果や課題 

 ○親子対決による親睦が大いに深められた。 

 ●今後とも継続実施する。 

ＰＴＡレクリエーション（ミニバレー）に生徒が参加して親子対決 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道雄武高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：63 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年実施 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 

４ 取組の概要 

 ・校内でピア・サポートプログラムを実施し、ピアサポーターを育成する。 

 ・児童館・小学校・中学校でも本校生徒が主体となりピア・サポート活動を運営した。 

５ 成果や課題 

 ○生徒同士でピア・サポート活動をすることによりいじめのない集団づくりができた。 

 ○ピア・サポートのリーダーとなり活動することにより、コミュニケーション能力の向上が顕

著である。 

 

 

ピア・サポートプログラム 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 

４ 取組の概要 

 ・年２度（年度始め、中間）「ほっと」を活用し、全校生徒の状況を共有する。 

 ・過去の状況と比較し傾向を分析し取り組んでいる。 

５ 成果や課題 

 ○不適応感の軽減やコミュニケーションスキルの向上が見られた。 

 ○上級生の効果的なリーダーシップの発揮力が顕著である。 

 

 

子ども支援ツール「ほっと」の活用 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道訓子府高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：71 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月15日（火）～12月５日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒70名 

４ 取組の概要 

 ・ＨＲ委員が中心となってクラス毎に課題をまとめ、解決するための目標を立てて発表する。 

 ・生徒集会において発表する際は、ＨＲ委員が体育館のステージ上に立ち、大きな紙に毛筆で

書かれた目標を提示する。 

 ・生徒集会後、目標が書かれた紙はＨＲ教室内に掲示する。 

５ 成果や課題 

 ○クラスの課題について全員が問題意識を共有した。 

 ○課題解決のための行動規範を示すことにより、互いを認めたり注意し合ったりすることがで

きるようになった。 

 ●生徒が自身のクラス状況を客観的に省みて、次のステップに立つためにはどのように行動す

ることが求められるのかを話し合う機会の設定が必要である。 

 

 

 

 

生徒集会の開催に伴うクラス毎の月間目標の発表 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月16日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒70名 

４ 取組の概要 

 ・全校生徒に子ども理解支援ツール「ほっと」を実施する。 

・集計した結果は、該当学年の教員で共有する。 

 ・著しく変化の見られる生徒については面談を行い、必要に応じて家庭と連携した指導を行う。 

５ 成果や課題 

 ○欠席しがちな生徒や目立たない生徒の思いを共有することができた。 

○教員間で生徒についての情報交換を多くするようになった。 

●特に注意が必要な生徒については、今後の指導方針について教育相談委員会などの委員会で

話し合い、早期に関係機関と連携を取って対応することが課題である。 

 

 

 

子ども理解支援ツール「ほっと」の実施 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道清里高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：68 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全学年生徒68名 

４ 取組の概要 

 ・ネットトラブルの根絶に向けたチラシ配付及び掲示 

５ 成果や課題 

 ○生徒会が中心となり、ネットトラブル根絶に向けた掲示物を作成し校舎内に掲示。 

 ○LHR等においてネットトラブル根絶のチラシを配付し担任より指導。 

 ●根絶に向けた継続的指導及び指導方法・内容の改善等が必要。 

 

 

 

ネットトラブルの根絶 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・不登校生徒 

４ 取組の概要 

 ・不登校生徒が登校できるよう校内体制を整備し教育相談室への登校を促す。また、登校した

際は、各教科において個別学習指導を行う。 

５ 成果や課題 

 ○生徒自身数回登校し、個別学習・相談を行った。 

 ○保護者と密に連絡を取り、本人の様子等について情報交換を行った。 

 ●校内体制整備はできたが、不登校を解消するまでには至らなかった。 

 

 

不登校生徒に対し登校を促す工夫 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道女満別高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：60 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・①６月６日（月）から７月８日（金） ②11月21日（月）～12月26日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒（60名） 

４ 取組の概要 

 ・自己の悩みや問題を解決できるような教育カウンセリングを実施し、いじめの未然防止に努

めるとともに、生徒の成長をサポートする。 

５ 成果や課題 

 ○いじめの問題に関わる人間関係のトラブルや気づきに役立てることもあり、今後の生活や進

路に向けて考えさせる良い期間となっている。 

 

 

教育相談月間 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道北見北斗高等学校（定時制） 
学級数：４学級 

生徒数：31 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月下旬 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒31名 

４ 取組の概要 

 ・本校の「総合的な学習の時間」=【Career Studies】の一つのプログラムとして、自己と他  

  者理解を深めるため、子ども理解支援ツール「ほっと」を活用する。 

 ・長期休業明けの生徒の変化（悩みや不安）を理解するため、養護教諭が作成した健康調査を 

  活用する。また、調査結果を受け、職員全体が共通認識のもと、生徒の指導にあたる。 

５ 成果や課題 

 ○４月と10月に実施した「ほっと」の結果をもとに、生徒が自己と他者理解を深めることが 

  できた。また、この資料をもとに、生徒の進路実現や他者との共生について考えさせること 

  ができた。 

 ●長期休業中の生徒の様子を把握することができた。今後は、日頃の学校生活に対する不安や 

  悩みを職員全体で把握することは勿論、担任（学年）との個別面談等への積極的な活用に取 

  り組む。 

 

 

 

「夏休み明け健康調査」及び「ほっと」の活用 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・準備（9/28（水）～10/19（水））実施（10/21（金）、22（土）） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒31名、教職員10名 

４ 取組の概要 

 ・北見市交通安全母の会が主催する、交通安全標語・ポスター展に全校生徒が出品する。 

 ・交通安全に対する啓発のため、教育局・北見市交通安全市民運動推進委員会の協力により、  

  生徒が大看板や交通安全祈願短冊付きアクセサリーを製作する。さらに市内３カ所の大型商 

  業施設付近で街頭啓発活動を行うことで、交通安全に対する意識の高揚を図る。 

５ 成果や課題 

 ○交通安全標語は１名が入選することができた。また、啓発活動では、交通安全に対する意識 

  の高揚と地域社会に貢献する心が養われた。 

 ○街頭啓発活動で使用するアクセサリーや大看板の製作にあたり、生徒一人ひとりが互いに協 

  力し合いながら、完成に向けて取り組むことができた。また、コミュニケーションをとるこ 

  とが苦手な生徒も、生徒をサポートしながら教職員が一緒に取り組むことで、生徒理解に努 

  めることができた。 

  動となることができた。 

 

 

交通安全特別作戦 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道遠軽高等学校（定時制） 
学級数：４学級 

生徒数：19 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月22日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・遠軽地区の小・中学生及び高校生約50名参加 

４ 取組の概要 

 ・オホーツク管内の子どもたちが、いじめのない明るい学校づくりに向けた取組について交流

し、自らいじめの問題について考え、よりよい人間関係づくりを実現するための取組等を管

内に広く発信する。 

５ 成果や課題 

 ○いじめをなくすためにはどうしたらよいか、異年齢のグループごとに話し合い、互いに発表

した。生徒一人ひとりが積極的に参加し、全体で共通のメッセージを採択するとともに、い

じめに対する意識を高めることができた。 

 

 

 

平成 28 年度どさんこ☆子どもオホーツク地区会議 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・1０月５日（水）～11日（火） 

３ 対象及び参加人数 

  本校生徒19名及び教職員 

４ 取組の概要 

 ・担任が生徒と学校生活や進路における不安や悩みなどについて面談を行い、教員間で生徒の

状況を把握するとともに、必要に応じて関係機関と連携を図る。 

５ 成果や課題 

 ○自分らしい生き方を実現する力を身につけるためにスクールカウンセラーやパートナーティ

ーチャーを活用し、生徒の不登校・情緒不安の未然防止や不登校の長期化防止を図ることが

できた。 

 

ホームルームカウンセリング（ＨＲＣ） 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道東藻琴高等学校 
学級数：３学級 

生徒数：62 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月３日（月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 

４ 取組の概要 

 ・全体集会においていじめの定義について確認した。 

 ・全体集会において各クラス代表によるいじめについての意見発表を行った。 

・各クラスにおいていじめについての意見交換を行った。 

・各クラスにおいていじめについての感想文の記入を行った。 

・各クラスにおいてNHKの「いじめ防止行動宣言」を記入した。 

５ 成果や課題 

 ○いじめが全ての生徒に関係する問題であることを全校生徒に意識させることができた。 

 ○いじめ問題について生徒が主体的に考える機会をもつことができた。 

 ●地域住民や保護者等にも参加を促す必要がある。 

 

生徒会が中心となった「いじめを考える集会」の実施 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・５月、12月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒 

４ 取組の概要 

 ・子ども理解支援ツール「ほっと」や「アセス」を活用し、子どもたちのコミュニケーション

能力の状況を教職員全体で把握している。 

 ・子ども理解支援ツール「ほっと」や「アセス」を活用し、全校生徒対象の個別面談や気にな

る生徒との個別面談を行っている。 

・子ども理解支援ツール「ほっと」や「アセス」を活用し、関係機関と連携を図り、個別の支

援計画等の作成を行っている。 

５ 成果や課題 

 ○生徒のコミュニケーションスキルを的確に把握し、生徒の人間関係を築く力を高めることが 

できた。 

○生徒の学校適応感や生活満足感等を的確に把握し、気になる生徒との個別の面談を行い、生 

徒の問題行動等を事前に防止することができた。 

●子ども理解支援ツール「ほっと」や「アセス」の分析結果の活用の充実を図る必要がある。 

子ども理解支援ツール「ほっと」や「アセス」の活用 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道紋別養護学校 
学級数：11 学級 

児童生徒数：27 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月１日（火）～11月30日（水） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童生徒27名 

４ 取組の概要 

 ・児童生徒会役員を中心に「いじめ」「ともだち」について話し合い、全校に向けた取組を 

検討した。 

・月１回の全校集会で、小学部、中学部、高等部の全校生徒が交流しながら、「ともだち」に 

  ついて意識できるゲーム等を行った。 

５ 成果や課題 

 ○校内では、学部を超えて互いに挨拶する児童生徒が増えた。 

○昼休み等、児童生徒同士で遊ぶなど、助け合う様子が見られる。 

 

  

 

 

 

児童生徒会活動「全校集会」で学部間交流 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道紋別養護学校ひまわり学園分校 
学級数：11 学級 

児童生徒数：31 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・７月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童生徒31名 

４ 取組の概要 

 ・全校朝会において、司会やキーボード伴奏など集会活動の進行を児童生徒で取り組むように 

した。 

５ 成果や課題 

 ○全校朝会前日の昼休みに役割の当たっている児童生徒でリハーサルを行うことで、役割意識

が芽生えた。 

○役割を与えられた児童生徒の活動を見て、他の児童生徒も、その役割に取り組もうとする意

欲が高まった。 

 

 

 

集会活動において、児童生徒が主体となって活動する取組 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

北海道紋別高等養護学校 
学級数：16 学級 

生徒数：99 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月19日（土） 

３ 対象及び参加人数 

 ・本校生徒、教職員  合計140名 

４ 取組の概要 

 ・生徒会執行部が主となり、学校祭でのスタンプラリーに取り組んだ。クラス毎に活動するこ

とが多い中で、上級生・下級生と共に一つの活動に取り組むことを狙った。また、各々が得

意とする場面を設定し、活動の中で「協力」・「リーダーシップ」・「意見交換」等を行いなが

ら人とのかかわりについて楽しみながら学ぶ場を設定した。 

５ 成果や課題 

 ○グループ毎にスタンプを集め、時間までに戻るという設定で行ったため、次の場所はどこか、

カードに何が書かれているのかグループで話し会う機会が多く設定できた。また、リーダー

シップを発揮する生徒、下級生を気遣う生徒、集団が苦手だがグループの後ろにきちんとい

るなど、普段とは違う一面を見せることも多く、有意義な取組になった。 

●1回のみの開催のため、いじめの未然防止の方法としては少ない。生徒会活動を通して、「様々

な人と協力して取り組む」活動は今後も取り入れていきたいと考える。 

 

学校祭 スタンプラリー 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月25日（火）～10月31日（月）、11月22日（火）～11月29日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒対象、相談者のべ人数14名 

４ 取組の概要 

 ・生徒の心身の安定を図るとともに問題行動の未然防止を図る。また、人に相談する経験を増

やすとともに、生徒のコミュニケーション能力の向上を図る。 

５ 成果や課題 

 ○不登校生徒は現在いないが、生徒の心身の安定を対人関係、進路について、自分自身につい

てなど様々な悩みを気軽に相談できる機会の設定を行い、自己解決能力の向上とコミュニケ

ーション能力の向上を目的に行っている。 

○対人関係での悩みや課題を持っている生徒が多いため、教師からのアドバイスや今後の取組

について一緒に考えることでストレス軽減や他者理解に繋がってきていると考える。 

生徒相談週間 

 

 

 

 

 

 


